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正常人血清中の型的凝集素の質的分類及びその遺伝について
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正常抗体である人の血清中の型的凝集素が遺伝するか否かに関しては古くから論ぜ、られた
が，・古畑教授は血球凝集原 A.Bのほかに血清中の同種凝集素 α，sもまた遺伝形質で、あると
し仮設をもって両者の遺伝関係を示した。松永は人の血清に正常に見られる抗 A，抗B凝集
素を細かに分類し，更に抗C凝集素，抗Q凝集素などの不規則性に見られる型的凝集素も考慮
にいれて 100家族につき調査を行い，古畑教授の仮設を事実をもって証明した。その際，秘永
の採用した分類の仕方を見ると抗A凝集素左抗B凝集素とにおいてその方法を異にしているの
で，余は抗 A，抗B凝集素の質的介類を同様にし，等しく各凝集素に対応する型の分泌型人唾
液による吸収をもってする分類訟を採用し， 31家族について遺伝関係を検索したので、その成畿
を報告する。
第2章実験方法 第3震実験成績 

第1. 抗A凝集素aの分類: 第 1節 :>E集素の分類並にその出現頻度

正常B型及びO型人血清の原液に対して等量の一 正常O型並にB型人血清を AS型人唾液で吸収し
居人の AS型人唾液を加え， 370Cに1時間おき，遠 てA型人血球を作用させ者と，その抗A顕集素vこは
心上清をとり，その{古数稀釈 0.2ccに2%A型人血 AS型人唾液で完全に吸収しつくされるものと尚一
球浮遊液1滴を加え， 370Cに 2時間おいて議集反 部残るものとがある(表。。前者を λh後者を α1と
応を検べ判定した。 すると，松永に従えば α2はcxk十、p，α1はOtk +op 
第2. 抗B獄集素予の分類: 、+alとし、う構成を有するものと解されるのこ Lにk〆
正常A型及び0型人血清の原液に対して等量のー は茨水化物， pは蛋白， 1は類脂{本を意味する。
定人の BS型人唾液を加え，第 1の場合と同様に処 次に正常0型並にA型人血清を BS型人唾液で吸
置いこれに 2%B型人血球浮遊液を滴下した成績 収してB型人血球を作用させるとその抗B擬集素に
により分類した。 はBS型人唾液で完全に吸収されるもの白と一部分
(表 1) α1， α2 の分類
抗血清の分類 α2 α1 
例別 吸収抗原 
血 清 稀 釈 倍 数
2 4 8 4 8 16 32 64 128 K 
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OS型人唾液
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(表2) sl， 02 の分類 
抗血清の分類 2{う ド1
三仁血 、清 稀 釈 f 数
『例別 吸収抗原
2 -4 8 4 8 16 32 64 128 256 K 
BS型人唾液 一一一一一一一一一 廿十士一一一一一一
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残るもの ~l ~.がある(表 2)。 分け， B型， AB型J人血清を Oとして，総数 135名
以上の様な検査を行ったところ， B型人血清の検 に対置する各々の出現頻度を見る正， 0 = 48 (35.55 
査総数 54例中町の型を示すもの 8例(17.39%)， %)， sl = 22く16.3%)，s2 = 65く48.15%)となる。 
α2は46例 (82.61%)であり， A型人血清の 85例中 両親の各々が0， st. s2の三者のいづれかである場
仇は 12例(14.12%)，s2は73例 (85.88%)であっ 合の六つの組合せの際の子供への出現率は表4に示
た。叉0型人血清 75例中町は22例 (29.23%)，0:2 す如ぐで，抗A凝集素の場合と同じく st，s2はOに
は 53例 (70.67%)で， slは 21例 (28.0%)，s2は 対し， slはhに対して Mendel単純劣性に遺伝す 
54例 (72.0%)であり，各組合せの出現率はCflslは ると云う説で説明される成績で、あった。 
16例 (21.23%)，α1s2は 6f7iU(8.09合)， α2slは5例 
(表3) 抗A碗集素の遺伝 
(6.67%)，α2 s2は48例 (640.0%)で、あった。そして
抗A顕集素全体としては 129例中町は 30例 (23.26
%)， α2は99例く76.74%)であり，抗 B擬集素全
体としては 160例中 sl33例 (20.63%)，s2 127例 
。X C<l 
e 
(79.379合〉で、あった。
第2節型的競集素の遺伝 3 1 2 100% 2 
調査家族数31，総人員 135名で、血球については凝 4 α2Xα2 6 101 100%1 1 110 
目2X ~t 3 5155.56%1 4 144.44%1 9 
顕集素の型について検ベた。 6α1 X Cfl 1 21 100%1 2 
集原の血液型を，血清については抗A畷集素，抗B 5 
第1. 抗A擬集素の遺伝: |音J' 131!判|判 Q U  
B型及びO型人血清中の抗A獄集素侃を質的に異
なる α10 句の 2種に分げ， A型， AB型人血清を 0 (表的抗B{j~集素の遺伝、
として総数 135における各々の出現頻度を実数で示 二供の出現率 
すと， 0 = 63(46.67%)，α1 = 15(11.11%)，α2= 
57 (42.22%)で，両親の各々が0，ι1.匂の三者の
中し、づれかである場合の六つの組合せの際の子供の
出現率は表3に示す通りで，松Jfの成績とよく一致
した。即ち， α1，ミ2はOに対して Mendel単純劣性
に遺伝し， α2は α1に対し Mendel単純劣性に遺伝
するとし、う説を否定し得なし、。
第 2. 抗B頭集素の遺伝: 
A型及び0型人血清中の抗B競集素 Pをst，らに
st 
210×0142則[
 
292 10 Xら 11[20168.97%19! 31.03% 
3 oXsl 31 8 80.00% 2120.00% 10 
4 s2Xs2 9 16 88.89% 2111.11% 18 
5 s2Xsl 5 4133.33% 8166.67% 12 
6 sl Xsl 1 2 100~合 2 
ワ 山噌 噌Qd a A i|計 [31]30]
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人の抗A並に抗B正常凝集素を質的に異る 2種類に分け，その出現頻度を検ベ，更に 31家
族 135名についてこれら凝集素の遺伝関係をその血球凝集原の型と共に調査したところ， αに
おける α1>的即ち分泌型A型人唾液で、吸収しつくされるもの叫及び吸収しつくされぬ α1の出
現頻度並に 8における余のん ι即ち分泌型B型人唾液で吸収しつくされるι及び吸収しつ
くされない Aとを遺伝的関係より見ると，三複対立因子設を裏書するような成積で松永の成
積と類似した成績が得られた。
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